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材料と方法
本種が新たに確認された新規産地および河路

（1991）により報告された既知産地において，以下
の方法で調査を実施した． 

（1）個体数調査
調査方法は，1mm メッシュのタモ網を用いて底

質のリターごとすくい取りを行った．1 回あたりの
調査面積は約 50cm×50cm の範囲内とし，作業時間
はおおむね 30 分程度とした．水域面積が大きい場
合，任意に調査地点を追加した．本種およびセス
ジゲンゴロウ属の他，捕獲された主要な水生甲虫
類について，種名・個体数を森・北山 (2002) に従っ
て記録した． 

（2）環境調査
分析試料の採取は，個体数調査と合わせて実施

した．調査地において，ポータブル水質計（HORIBA

製）を使用して，表層水の水温，pH と電気伝導度

はじめに
ト ダ セ ス ジ ゲ ン ゴ ロ ウ Copelatus nakamurai 

Gueorguiev,1970 は，東京都を基準産地として記載
された種で，これまでに茨城県，栃木県，埼玉県，
千葉県，群馬県の関東地方のほか，愛知県，徳島
県（森・北山 2002; 中島ら 2005; 大川 2006）で生息
が確認されているが，きわめて局地的な分布をし
ている．本種は，環境省 (2007) において準絶滅危
惧に指定されているほか，埼玉県 (2008) で絶滅危
惧 IB 類，栃木県 (2005) で絶滅危惧 II 類（B ランク），
千葉県 (2006) で要保護生物，愛知県 (2009) では準
絶滅危惧に指定されている希少種である．

愛知県における記録として，河路 (1991) により，
庄内川中流域にあたる名古屋市守山区吉根で複数
個体を確認した報告があるが，その後の生息情報
が途絶えており，名古屋市レッドデータブックで
は情報不足に指定されている（名古屋市 2010）．

筆者の一人，寺西は，2007 年に，既知産地の下
流にあたる名古屋市内の庄内川河川敷において，
16 年ぶりに本種を再発見することができた．本種
は庄内川の河川環境を特徴づける生物と考えられ，
都市部における生物多様性保全の取組みを図る上
で，モデルケースとなりえると考えられることか
ら，新たに確認された本種の生息環境について詳
しい調査を行った．また，あわせて河路 (1991) に
より報告された生息地の現在の状況について調査
を行ったので報告する．なお，生息地保護の観点
から新規産地名の詳細は伏せて報告する． 

名古屋市における絶滅危惧種トダセスジゲンゴロウの
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（EC），底質表層の酸化還元電位（Eh）の測定を行っ
た．また，照度計（MASTECH 製）を使用して，
調査地点の水域直上部の照度測定を行った．

酸化還元電位（Eh）は，酸化性物質と還元性物
質の平衡によって生じる電位差を測定するもので，
好気的状態から嫌気的状態に移行するにつれ，Eh

は低下する．土壌環境分析法（日本土壌肥料学会 

1997）に準じて，電極を底質表層部（表面～ 30mm

以内の深さ）に差し込み，土壌に接触させて測定
した．得られた調査結果は，水質計の比較電極が
AgCl 電極を使用しているため，以下の式により標
準水素電極の測定値に換算した．

Eh = E + 206 - 0.7 (t - 25)

E：AgCl 電極による酸化還元電位（mV）
t：水温（0 ～ 60℃）
照度は，調査地の照度を測定すると同時に，上

空を遮るもののない環境における照度を対照区と
して，調査地と対照区との割合を相対照度として
記録した．なお，酸化還元電位および照度の調査
は 5 反復の平均値を記録した．

結果
新規産地および既知産地（名古屋市守山区吉根）

の調査結果を表 1 に示す．
（1）新規産地

新規産地は庄内川下流域の堤外地に位置して
いる．水はけが悪い箇所があり，水たまりがヨ
シ，オギの高茎草本群落まで広がっていた（図 2）．
2010 年 6 月の調査時には，水域が広がっていたの
で，草本群落内に 3 地点（A ～ C），群落外に 1 地
点（D）の 4 地点を任意に設定し，調査を行った
ところ，草本群落内の 3 地点でトダセスジゲンゴ
ロウが確認された．同時にテラニシセスジゲンゴ

ロウ C. teranishii Kamiya, 1938，ホソセスジゲンゴ
ロ ウ C.weymarni Balfour-Browne,1946 が 確 認 さ れ，
セスジゲンゴロウ属 3 種が同所的に生息してい
た．D 地点ではハイイロゲンゴロウ Eretes griseus 

Fabricius,1781， チ ビ ゲ ン ゴ ロ ウ Hydroglyphus 

japonicus Sharp, 1873， コ ガ ム シ Hydrochara affinis 

Sharp, 1873 が確認されたが，トダセスジゲンゴウ
は確認できなかった．2010 年 8 月の調査時には渇
水しており，本種をはじめ水生甲虫類の確認はで
きなかった．

環境調査の結果，pH は 6.4 ～ 7.0，電気伝導度
（EC）は約 15 ～ 18mS/m，底質の酸化還元電位（Eh）
は 200mV 以上を示した．相対照度は，草本群落内
の A ～ C 地点はいずれも 1％未満でヨシ，オギに
上方を遮られた暗い環境であり，群落外の D 地点
は 100％で上部を遮るものが全くない明るい環境で
あった．

なお，当地は寺西が 2007 年に初めて本種の生息
を確認して以来，毎年，少頭数確認されており，
本種の生息地として，継続的に利用されている環
境である．

当地において以下の個体を証拠標本として採集
した．標本は，田島および豊橋市自然史博物館に
保存されている．

20 exs.，名古屋市庄内川下流域，18.Ⅵ.2010，田島
文忠採集（図1）．

（2）既知産地
既知産地は，名古屋市守山区吉根の庄内川河川

敷である．長谷川は，1991 年に河路掛吾氏本人の
案内により現地を訪れている．生息地はオギ，ヨ
シ群落内にある湧水からできたと思われる照度の

表1.　調査結果
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低い小さな水域であったが，現在では当時と環境
が変わっており，正確な位置について特定するこ
とが難しい．田島が行なった 2010 年 8 月の調査時
には，1991 年当時の生息地周辺と思われる河川敷
内に深く掘れている箇所があり，水たまりができ
ていた．水域内に植生がない開放水域であり，ハ
イイロゲンゴロウ，チビゲンゴロウが多数確認さ
れたが，トダセスジゲンゴロウの確認はできなかっ
た．周囲の植生はヤナギ河畔林のほか，クズ・カ
ナムグラ・アレチウリのマント群落，メダケ群落，
オギ群落などが見られた．

環境調査の結果，pH は 7.1 の中性，電気伝導度
（EC）は 8.5mS/m，底質の酸化還元電位（Eh）は
114mV を示した．相対照度は 89％であり，上部を
遮るものが少ない明るい環境であった．

考察
今回，新たに確認された名古屋市庄内川下流域

の産地は，ヨシ，オギが密生した草本群落内であ
り，枯枝などの堆積物も多かった．環境調査の結
果から，生息確認ができた 3 地点はいずれも相対

照度が 1％未満であり，日光が遮られた暗い環境
下であった．田島・柳田 (2010) は，本種は植生が
生い茂った暗い環境を好む傾向があり，堆積した
リターの下にもぐっていることが多いと報告して
おり，本種の生息環境として好適な状態と考えら
れた．当地は渇水時にも乾燥しにくい環境と思わ
れたが，8 月調査時には草本群落内の底質も乾燥
しており，リター下にも本種は発見できなかった．
2010 年は猛暑の影響で長期間，渇水していたと思
われ，別の場所へ移動したものと考えられた．田島・
柳田 (2010) では，渇水により生息確認ができなく
なっても，浸水後に再び確認できているため，今
後もモニタリングを継続することが重要である．

一方で，名古屋市守山区の既知産地では，当時
まとまった個体数が生息していたことが報告され
ているが（河路 1991），その後は河川水辺の国勢
調査でも確認されておらず（国土交通省河川局 

2005），今回の調査でも確認できなかった．環境
調査の結果から，pH，電気伝導度については，新
規産地との比較でも遜色ない結果であった．底質
の酸化還元電位は，嫌気条件が進むと，おおむね
-200 ～ 0mV で硫酸還元が起こる（木村 1989）．硫
酸還元によって硫化水素が発生し，硫化鉄を形成
する（鶴巻 1998）ことで底泥のヘドロ化が起こり，
腐敗が進行するが，本調査の結果から底泥は腐敗
しておらず，水質面の悪化は認められなかった．
しかし，調査地点の相対照度については 89％と明
るい環境であり，本種にとって必ずしも好適な生
息環境ではないと考えられた．また，河川敷内を
踏査した結果，他に水域を確認することができず，
当地における好適環境が無くなっていることが考
えられた．河川敷の植生はヨシなどの湿生抽水植
物群落が少なく，乾性草地の比率が高いと思われ
た．かつて，本種はオギ・ヨシ群落内の水たまり
で確認されているが，現状ではヨシ群落は河川近
くにあるものの面積は小さく，当時のオギ・ヨシ
群落は乾燥化の影響により，オギの純群落に遷移
した可能性が考えられた．

以上から，既知産地では冠水頻度の低下などに
よる乾燥化が本種の生息に影響を与えた可能性が
高いと考えられた．

今後の対応策について
田島・柳田 (2010) は，本種の生息を脅かす要因

として，水質悪化，乾燥化，環境消失，採集圧，
外来種の影響について挙げているが，庄内川流域
においては，乾燥化と開発による環境の消失が保
全上の大きな問題になっていると考えられた．す

 図 2．生息環境. 上, 景観 (2010年6月); 下, 調査地点A(2010年
6月). ヨシ・オギ混生の高茎草本群落内のリター下で
確認された．
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なわち，新規産地では，生息地の植生がヨシ・オ
ギ混合群落であることから，冠水頻度の減少など
により乾燥化が進行することで，本種の生息に適
さないオギの純群落への遷移が進行することが懸
念される．さらに都市域の河川流域においては，
河川敷の開発による環境消失は全国的な問題であ
るため（大石ら 2005），保全対策の検討は急務であ
ろう．

具体的な提言としては，生息地が狭く，周囲が
農地や運動施設として利用されていることから，
農薬の流入防止対策と現在の高茎草本群落の面積
の積極的な維持が必要である．農薬による影響は
もちろんのこと，高茎草本群落の面積減少は生息
地の直接的な破壊につながるため，現状の面積を
維持しつつ，農地利用との共存を図る必要がある．
また，将来的に庄内川流域において遊水池事業が
行われる場合には，河川敷の一部を掘削するなど，
比高を下げることで本種を含む湿地環境を好む生
物種の生息地を創出することが期待できる．

当該地域は明るく開放的な農地環境と高茎草本
が密生した暗い環境とがモザイク分布しており，
狭い面積ながら多様な環境を構成しているため，
庄内川下流域の中では多様な生物相が見られる．
都市部における河川環境を考える上で，興味深い
モデル地域であり，モニタリングの継続や積極的
な生物多様性保全施策の展開を期待したい．
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【短報】クロケシタマムシの石川県における初記録
ク ロ ケ シ タ マ ム シ Aphanisticus congener 

E.Saunders, 1873 （図 1）は，本州・
九州，海外では中国に産する（秋
山・大桃 2000）が，石川県か
らの記録は無い（高羽 1998）．
石川が本種を採集し，福富が同
定した．

1ex., 石川県能美市粟生町，23. 

VII. 2010, 石川卓也採集・福富
宏和保管 （図1）．

手取川下流のイネ科植物が生
える河川敷のスイーピングに
よって，成虫が得られた．
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